
 

 

 

 

 

 

 
 

最高の思い出と感動を！ 
     校長 熊野 一隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度  学校だより ９月号 

（ははそは） 
http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/jhs/honjuku 

令 和 ５ 年 ９ 月 １ ５ 日 

横浜市立本宿中学校 

TEL  045-373-0529  

校  長   熊野  一隆 

９月も中旬を過ぎると肌
はだ

を焦
こ

がすような熱波も和
やわ

らぎ、秋らしくなってきたことを実

感する季節になりました。この時期は二十四節季の１５番目の「白露
は く ろ

」になります。「草

花に朝露
あさつゆ

が付き、白く輝いて見え始める頃」という意味で、日中はまだ残暑が続きます

が、朝晩は冷えるようになり、夜中に冷えた大気が朝露になって草花に付く季節です。 

 学校では 10月に開催される合唱コンクールに向け、各学級の生徒達が力を合わせ、授

業中や休み時間に合唱の練習を繰り返しています。私は 1年間を通し、この時期の中学

校が一番好きです。1日を通し校舎のいたるところから歌声が聞こえ、放課後の部活動等

では、一生懸命伸び伸びと活動に取組む生徒の姿がそこには沢山あるからです。 

私は学級担任時代に生徒によく話しをしていたことがあります。それは、行事（特に

合唱コンクール）に対し取り組む姿勢です。『合唱コンクールは皆が一丸となれば必ず優

勝できる、だから一致団結し最高の合唱コンクールの思い出作りをしよう』と。だか

ら、声が出せる生徒は大きな声で楽しく歌っていこうと声をかけ続けていました。時に

寡黙
か も く

な生徒には、本人ができるクラス貢献として、ハミングしながらリズムを取って皆

の輪の中に入り、クラスの一員として合唱コンクールに参加しようと話しをしたことも

あります。体育大会になると身体能力の差もあり、足の速さを簡単に補
おぎな

うことはできな

いけれど、合唱なら皆の声や気持ちが合わさって、大きな感動のうねりをつくることが

できると確信しています。 

歌はコミュニケーションの手段としても有効で、歌詞が伝えるメッセージやメロディ

ーが人々に希望や勇気を与えます。特に困難
こんなん

な状況や試練に直面しているとき、歌は

人々に希望をもたらし、心からこみ上げる感動を人々に与えるものです。フランス革命

で「パリを救うのだ、祖国を守るのだ、人民よ立ち上がれ」と謳
うた

い、人々を鼓舞したの

がフランス国歌にもなっている『ラ・マルセイエーズ La Marseillaise』です。また、

アメリカ合衆国で南北戦争以前の奴隷制時代に、農園で働いていたアフリカ系アメリカ

人の人々に生きる希望や励ましになっていたのがプランテーション・ソングという労働

歌でした。彼らは、過酷な労働環境下で労働を強いられ、苦しい生活を余儀なくされて

いました。そのような日々に「労働歌」を歌うことで、仲間達と助け合い励ましあい、

時に農場で禁止されていたコミュニケーションを歌に込めて連絡を取り合ったのです。

歌は苦難の歴史の中で欠かすことのできない無形の財産になっていきました。 

いよいよ文化祭も残り 1か月を過ぎようとしています。生徒たちの合唱の歌声に、ど

のような気持ちが込められ、メッセージとしての贈り物を送ってくれるのか楽しみで

す。楽しく歌を歌い、最高の中学校時代の思い出を紡
つむ

いでくれることを校長として願っ

ています。 



３年 全国学力・学習状況調査 
 今年度は国語・数学・英語・生活意識調査が対象となりました。英語の「はなすこと」

調査では、ヘッドセットを利用して流れてきた問題に対して英語で話した内容を録音する

という形式で行われましたが、初めての経験で戸惑う様子がみられ、調査方法に課題が残 

りました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

さて、過去 3年間のグラフを並

べてみたときに、教科学力は全国

水準を大体上回っていることがわ

かります。今年度実施された英語

に関しては、大きく上回る結果が

出ています。 

また、学習に対する興味・関心も

多少のばらつきがあるものの、全

国水準に到達している部分もみら

れます。 

一方で、規範意識・自己有用感に

対する調査結果では、全国水準ま

ではここ数年及ばないという結果

が出ていて、この点について本校

ではもう少し検証していく必要が

あると感じました。 
 

 

 

    令和 3年度                  令和 4年度 

    令和 5年度 



 

 
昨年の学校だよりでも触れさせていただきましたが、生活意識調査質問項目にある「将

来の夢や目標を持っていますか」について、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはま

る」に注目すると、3年度は６０％強、4年度は 60％弱であったところが、5年度は 50％

強と年々低下しています。この設問項目が自己有用感に多少なりとも影響があると考えた

ときに、将来に夢や目標を持てるように働きかけをしていく必要があります。予測困難な

時代ではありますが、未来に不安ではなく期待をもてるように我々教職員も声かけをして

いく必要を感じました。 

最後に、有名な教えを紹介します。我々大人が日ごろからどのようなかかわりをしてい

くべきかを考えさせる教えです。 

 

＝有名なアメリカインディアンの教えです＝ 

○批判ばかり受けて育った子は非難ばかりします 

○敵意にみちた中で育った子はだれとでも戦います  

令和４年度 

令和５年度 



○ひやかしを受けて育った子ははにかみ屋になります  

○ねたみを受けて育った子はいつも悪いことをしているような気持ちになり

ます   

○心が寛大な人の中で育った子はがまん強くなります  

○はげましを受けて育った子は自信を持ちます  

○ほめられる中で育った子はいつも感謝することを知ります  

○公明正大な中で育った子は正義心を持ちます  

○思いやりのある中で育った子は信仰心を持ちます  

○人に認めてもらえる中で育った子は自分を大事にします  

○仲間の愛の中で育った子は世界に愛をみつけます 

 

【１０月マナビバ開催日】実施予定 3回 

6日 15：45～ / 13日 14:45～ / 27日 15:45～ 
※年度当初にお渡しした予定では 10月 30・31日と 11月 1・2日はなくなりましので、ご注意ください。 

 

【１０月の主な予定】 

2日 進路説明会/柔道着販売（朝） 

3日 専門委員会/柔道着販売（朝） 

5日 評議会 

  13日 学校運営協議会/児童生徒交流日 

  19日 文化発表会（展示部門） 

  20日 文化発表会（合唱コンクール） 

  25日 キャリア研修保護者説明会 

  30日 3年個人面談（～11月 2日） 

 

 

《お願い》 

欠席等のご連絡は 

８：１５から８：２５までに 

お願いします 
 

8時３０分～４０分の時間帯は、 

職員が打合せを行っています。 

もうすぐ

敬老の日 


